
いわて未来づくり機構だより 
平成30年度 

第 １ 号 
発行日 平成30年6月22日 

会員の皆様には、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

本号では、去る 5月 21日に開催された平成 30年度総会及び第 1回ラウンドテーブルの概要について御報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成 30年５月 21日(月)の 15時 00分から、サンセール盛岡（盛岡市）において、機構会員ほか約 90名の

参加のもと、平成 30 年度総会を開催しました。総会では、平成 29 年度活動実績の報告及び平成 30 年度 

活動計画について承認されました。 

また、総会第２部では、日本大学特任教授・筑波大学名誉教授の石田東生
はるお

先生に「復興・観光地域づくり

と道路政策～社会資本政策の総合戦略とイノベーション～」と題して講演いただきました。 

平成３０年度 総会 事

業

報

告 

【ディスカッション】テーマ:新たな社会基盤等を活用した三陸地域の産業振興や交流促進について 

 今回のディスカッションでは、石田先生の講演のほか、復興道路や宮古室蘭間のフェリーなどの新た

な交通ネットワークが出来つつあることを踏まえ、新たな社会基盤等を活用した三陸地域の産業振興や

交流促進に関する取組や今後のあり方などについて、ラウンドテーブルメンバーによる意見交換が行わ

れました。また、石田先生にもコメンテーターとして同席いただきました。 

 議論の中で、鈴木県立大学長から、地域のアイデンティティを深めるために、地域連携に関する新し

いシステムを構築し、課題に立ち向かっていくことが必要との発言をいただき、岩渕岩手大学長から、

学生等の地元定着を進めるためにも産業・交通・情報を組み合わせた仕組みをつくることと、県境を 

越えた取組の重要性について発言をいただきました。 

米谷大船渡商工会議所副会頭からは、県内４港湾の戦略的な活用や道路事情に合わせた経営戦略の 

必要性と、地域内連携・地域間連携の強化を、高橋経済同友会代表幹事からは、質の高い観光客を増や 

平成３０年度 第１回ラウンドテーブル 

 総会終了後、同会場において、平成 30年度第１回ラウンドテーブルを開催しました。 

すことと、観光振興に向けた意識改革や人づくりの 

重要性を、谷村商工会議所連合会会長からは、ＩＬＣ

の実現こそが本日のラウンドテーブルの集大成になる

旨の発言をいただきました。 

達増知事からは、沿岸と内陸とを上手く結びつけて

オール岩手でインフラを活用した復興を進めるチャン

スであることと、発展の最大の地域資源となり得る 

ＩＬＣの実現に努めていきたいこと、三陸防災復興 

プロジェクト 2019 の実施に向けた想いについて発言い

ただきました。 

総会及びラウンドテーブルの概要及び資料は、機構 のホームページから御覧 ください。   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

いわて未来づくり機構事務局 

会員各機関の代表者、担当者、メールアドレス等に変更がありましたら、事務局までお知らせください。 

〒020-8570 岩手県盛岡市内丸 10-1 岩手県政策地域部政策推進室（担当：伊五澤、奥寺） 

電 話：019-629-5195（FAX019-629-5254）  E-mail：AA0001@pref.iwate.jp   

ホームページ http://www.pref.iwate.jp/seisaku/mirai/005879.html（アドレスが変わりました。） 

ふるさといわて創造作業部会では、県外の高等教育機関を卒業した人材の県内就職につなげるため、 

会員企業や団体（構成する企業・団体を含みます）に勤める従業員の皆様を対象に アンケートを実施 

する予定としております。 

詳細については後日御案内しますが、本取組に対する御協力をお願い申し上げます。 

 平成３０年度活動計画 

Ⅰ 目標  

 

Ⅱ 県民運動の推進 

県民運動 幹事機関 

ILCなど科学技術の進展への対応 岩手県 

復興と新たな社会基盤等の活用 岩手県 

人口減少下における地域の活力維持 岩手大学・岩手県立大学 

Ⅲ 作業部会の活動 （８部会） 

部会名【担当機関】 活動方針及び主な活動 

医療福祉連携作業部会 

【岩手県立大学】 

地域包括ケアにおける情報通信技術(AI・IoT)と社会技術の融合 

・県内の地域包括ケアに資するための AIや IoTの技術活用の事例を調査 

かけ橋作業部会 

【岩手県】 

復興支援プロジェクト「いわて三陸復興のかけ橋」の推進 

・復興支援マッチングの推進、復興関連情報の発信 

・復興支援ネットワークの強化 

復興教育作業部会 

【岩手大学】 

いわての復興教育プログラムの推進支援 

・復興教育の講師を派遣する「いわての師匠」派遣事業の推進 

いわて復興未来塾作業部会 

【岩手県】 

復興や地域づくりの担い手の育成及びネットワークづくりの推進 

・復興の担い手となる人づくりの観点からいわて復興未来塾を年３回開催 

ふるさといわて創造作業部会 

【岩手大学】 

地域を担う人材の育成と地元定着の推進支援 

・ふるさと発見！大交流会 in Iwate2018の開催 

・地域志向型インターンシップの企画等、会員向けアンケートの実施 

イノベーション推進作業部会 

【岩手県】 

県内各機関の持つポテンシャルを生かしたイノベーションの創出 

・平成 29年度の調査分析結果を踏まえ、将来の姿の実現に向け、取組の

方向性を取りまとめる。 

🈟新しい三陸創造作業部会 

【岩手県】 

大規模ｲﾍﾞﾝﾄの成功と そのﾚｶﾞｼｰを三陸地域振興等につなげる。 

・三陸防災復興プロジェクト2019の成功に向けた取組 

・ラグビーワールドカップ 2019™釜石開催の成功に向けた取組 

🈟子育て支援作業部会 

【岩手県立大学】 

母と子だけでなく家族全体を支える岩手版ネウボラの開発 

・県内における子育て支援環境の実態把握 

 

科学技術の進展と整備が進む社会基盤を生かした、人口減少に負けない地域づくり 

～県民の幸福を守り、育てるために～   

※ 第３フェーズ目標（2018年度（平成30年度）～2022年度） 

会員の皆様へ （お願い） 

http://www.pref.iwate.jp/seisaku/mirai/005879.html

